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町
　
　
泉
寿
郎

は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
、
明
治
期
の
漢
学
塾
二
松
学
舎
に
学
ん
だ
清せ

い

宮み
や

宗む
ね

親ち
か

の
ご
子
孫
か
ら
、
三
次
に
わ
た
っ
て
本
学
に
そ
の
旧
蔵
資
料
の
寄
贈
を
受

け
た
。
そ
れ
ら
は
清
宮
の
長
い
中
国
生
活
を
反
映
し
て
、
清
末
・
中
華
民
国
・
満
州
帝
国
の
各
時
代
各
地
域
に
お
い
て
清
宮
が
交
流
し
た
中
国

人
か
ら
贈
ら
れ
た
書
画
を
数
多
く
含
ん
で
お
り
、
近
代
日
中
交
流
史
上
の
貴
重
な
資
料
群
と
い
え
る
。

　

清
宮
宗
親
は
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
人
物
で
は
な
い
が
、
幸
い
本
誌
一
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
に
菊
地
誠
一
氏
が
「
三
島
中
洲
の
中
国
詩

碑
と
そ
の
周
辺
事
情
」
を
発
表
し
て
い
て
、
中
国
・
貴
州
省
の
陽
明
祠
に
三
島
中
洲
の
詩
碑
を
建
て
た
人
物
と
し
て
、
中
洲
門
人
の
清
宮
宗
親

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
後
、石
田
肇
氏
が
「
貴
州
省
の
日
本
人
教
習
と
陽
明
祠
の
三
島
中
洲
詩
碑　

附
：
三
島
中
洲
と
黎
庶
昌
」（『
駒

沢
史
学
』
六
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
明
治
三
〇
～
四
〇
年
代
に
中
国
各
地
で
活
動
し
た
日
本
人
教
習
に
つ
い
て
概
説
し
、
清
宮
ら
日

本
人
教
習
が
陽
明
洞
を
訪
れ
た
際
に
そ
の
壁
面
に
刻
し
た
文
字
や
陽
明
祠
に
展
示
さ
れ
て
い
る
三
島
中
洲
詩
碑
の
拓
本
の
写
真
を
添
え
て
紹
介

清
宮
宗
親
の
事
蹟
と
そ
の
旧
蔵
の
陽
明
学
関
係
資
料

　
　
―
王
陽
明
銅
像
と
三
島
中
洲
撰
の
王
文
成
公
銅
像
記
、
お
よ
び
清
宮
宗
親
字
号
説
―
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し
て
い
る
。
更
に
こ
の
詩
碑
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
側
で
も
い
く
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
時
期
、
清
宮
と
貴
陽
で
同
僚
で
あ
っ
た
漢
学
者
岡
山
源
六
に
関
し
て
、
白
井
順
氏
が
「
西
村
天
囚
の
門
人
・
岡
山
源
六
―
そ
の
中

国
貴
陽
時
代
を
中
心
に
―
」（『
懐
徳
』
八
七
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
発
表
し
、
日
露
戦
争
最
中
に
岡
山
源
六
が
貴
陽
師
範
学
校
で
惹
き
起
こ
し
た

学
生
殴
辱
事
件
な
ど
を
中
心
に
当
時
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
て
以
来
、
筆
者
は
図
書
館
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
そ
の
整
理
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
随
時
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。
今
回
は
整
理
作
業
の
第
一
報
と
し
て
、
清
宮
の
旧
蔵
に
か
か
る
王
陽
明
銅
像
と
、
こ
れ
に
三
島
中
洲
が
寄
せ
た
像
記
お
よ
び
諸
家
が

寄
せ
た
題
跋
を
巻
子
本
に
装
丁
し
た
一
巻
、
三
島
中
洲
が
撰
文
し
た
清
宮
の
字
号
説
お
よ
び
こ
れ
に
諸
家
が
寄
せ
た
題
跋
を
巻
子
本
に
装
丁
し

た
一
巻
を
紹
介
・
翻
刻
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
解
題
を
兼
ね
て
清
宮
の
事
蹟
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
成
果
に
若
干
の
補
足
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。

清
宮
宗
親
の
事
蹟

　

清
宮
宗
親
の
事
蹟
に
関
し
て
は
、
横
須
賀
司
久
氏
が
本
学
図
書
館
季
報
の
連
載
を
ま
と
め
た
『
漢
詩
人
列
伝
』（
五
月
書
房
、
一
九
九
七
年
）

に
「
清
宮
黔
城
」
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
当
該
文
章
は
清
宮
の
長
女
斎
藤
安
子
氏

（
１
）

か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
三
頁
余
り

の
簡
潔
な
記
述
な
が
ら
他
に
見
え
な
い
記
事
が
多
い
。
ま
た
、
漢
学
塾
二
松
学
舎
の
同
窓
会
誌
で
あ
る
『
二
松
学
友
会
誌
』（
一
八
九
六
～
一
九

一
九
）
や
『
中
洲
会
誌
』
に
は
、
そ
の
彙
報
蘭
に
し
ば
し
ば
清
宮
の
動
向
が
記
さ
れ
て
お
り
、
横
須
賀
氏
の
記
述
と
併
せ
て
事
蹟
を
知
る
材
料

と
な
る
の
で
、
上
述
の
先
行
研
究
と
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
そ
の
事
蹟
を
記
し
て
お
こ
う
。
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清
宮
宗
親
（
一
八
七
六
～
一
九
三
六
）
は
、
名
は
宗
親
、
字
は
民
卿
、
良
斎
と
号
し
、
後
に
貴
州
に
奉
職
し
て
か
ら
は
貴
州
の
一
字
称
「
黔
」

を
用
い
て
黔
城
と
号
し
た
。
民
卿
の
字
と
良
斎
の
号
は
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
に
清
宮
が
中
洲
に
請
う
て
「
字
号
説
」（
後
掲
）
と
と
も

に
附
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
茨
城
県
鹿
島
郡
夏
海
村
（
現
在
の
鉾
田
市
と
大
洗
町
の
一
部
）
の
出
身
で
、
父
和
惣
治
は
神
山
村
（
現
大
洗
町
）
の

菅
谷
兵
八
の
二
男
に
生
ま
れ
、
清
宮
氏
を
継
い
だ
。
宗
親
は
和
惣
治
と
つ
ね
夫
婦
の
間
の
三
男
に
生
ま
れ
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
に
上

京
し
て
二
松
学
舎
に
入
塾
し
た
。

　

清
宮
は
三
島
中
洲
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
中
洲
が
東
宮
侍
講
を
拝
命
し
た
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
の
七
～
九
月
に
日
光
と
塩
原
温
泉
に

滞
在
中
、
清
宮
は
老
師
を
扶
助
し
て
詩
稿
の
整
理
に
あ
た
り
、
中
洲
か
ら
そ
の
功
を
「
孔
門
の
子
夏
」
に
比
し
た
詩
を
贈
ら
れ
た

（
２
）

。
一
八
九
七

年
（
明
治
三
〇
）
の
夏
季
休
暇
後
か
ら
は
塾
の
会
計
係
を
勤
め
て
い
る
。
な
お
、
同
年
六
月
六
日
に
は
神
田
錦
輝
館
に
お
い
て
学
友
会
春
期
修

睦
会
を
兼
ね
て
二
松
学
舎
出
身
の
陸
軍
軍
人
福
島
安
正
（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
、
当
時
は
陸
軍
大
佐
・
参
謀
本
部
編
纂
課
長
）
の
遠
征
帰
朝
歓
迎
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
か
ら

（
３
）

、
後
に
清
宮
が
そ
の
知
遇
に
よ
っ
て
旅
順
や
青
島
で
関
東
軍
の
通
訳
官
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
福
島
安
正
と
は
こ
の

時
既
に
面
識
を
得
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
更
に
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）、
清
宮
は
二
松
学
舎
の
助
教
と
な
り
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）

一
月
よ
り
赤
坂
第
三
連
隊
下
士
官
に
漢
文
を
教
授
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
に
、
北
京
の
京
師
大
学
堂
総
教
習
と
な
っ
た
呉
汝
綸
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
三
）
が
教
育
状
況
視
察
の
た
め
に
来
日

し
（
六
月
二
八
日
東
京
到
着
、
一
〇
月
二
二
日
帰
国
）、
七
月
六
日
に
は
三
島
中
洲
主
催
に
よ
る
歓
迎
会
が
二
松
学
舎
最
寄
り
の
西
洋
料
理
店
・
富

士
見
軒
で
開
か
れ
、
二
松
学
舎
出
身
者
二
〇
余
名
が
参
加
し
た
。
呉
汝
綸
が
学
問
を
講
じ
た
保
定
の
蓮
池
書
院
に
は
、
二
松
学
舎
出
身
で
外
務

省
派
遣
留
学
生
の
野
口
多
内
（
一
八
七
六
～
一
九
四
九
、
号
三
山
）
が
学
び
、
同
じ
く
二
松
学
舎
出
身
の
小
川
運
平
（
一
八
七
七
～
一
九
三
五
、
号
柳
坡
、

陸
軍
通
訳
）
も
呉
汝
綸
と
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
、
歓
迎
会
は
こ
れ
ら
の
人
物
に
よ
る
事
前
情
報
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
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し
こ
の
歓
迎
会
の
記
念
写
真

（
４
）

に
清
宮
の
姿
は
な
い
。
清
宮
は
同
年
春
に
貴
州
省
貴
陽
府
か
ら
日
本
人
教
習
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
赴
任
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
清
宮
が
渡
清
す
る
際
、
三
島
中
洲
は
次
の
送
別
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

蛍
雪
十
年
学
艸
廬　
　

雄
飛
一
旦
夙
望
舒　
　

帰
来
待
汝
為
吾
語　
　

未
見
江
山
未
見
書

明
治
壬
寅
春
送
清
宮
民
卿
遊
清
国　
　

老
師
東
宮
侍
講
三
島
毅

（
５
）

　

清
宮
が
貴
陽
に
赴
任
し
た
時
、
同
時
期
に
赴
任
し
た
同
僚
に
木
藤
武
彦
が
あ
り
、
既
に
同
年
三
月
三
日
に
着
任
し
て
い
た
上
司
に
当
た
る
高

山
公
通
（
一
八
六
七
～
一
九
四
〇
、
こ
の
時
陸
軍
少
佐
・
総
教
習
、
後
に
中
将
）
と
金
子
新
太
郎

（
６
）（

一
八
六
五
～
一
九
一
一
、
こ
の
と
き
陸
軍
中
尉
・
教
習
）

が
い
た
。
貴
陽
到
着
か
ら
間
も
な
い
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
七
月
の
記
念
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
写
真
１
）。
こ
の
時
の
写
真
に
は
上
記
の

日
本
人
教
習
の
ほ
か
、
清
国
人
と
し
て
は
戴
永
清
（
師
範
学
堂
書
記
長
）
と
馬
啓
華
（
出
迎
員
）
が
写
っ
て
い
る
。
清
宮
と
木
藤
が
貴
陽
武
備
学

堂
と
貴
陽
師
範
学
堂
に
教
習
と
し
て
正
式
に
着
任
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
三
一
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
月
に
撮
っ
た
師
範
学
堂
に
お
け
る
教

習
た
ち
の
写
真
一
枚
、
教
習
と
生
徒
の
集
合
写
真
二
枚
（
写
真
２
）、
武
備
学
堂
の
教
習
と
生
徒
と
の
集
合
写
真
一
枚
が
残
っ
て
い
る
。
師
範
学

堂
で
の
写
真
に
は
、
一
〇
月
一
七
日
に
貴
陽
に
到
着
し
た
人
類
学
者
の
鳥
居
龍
蔵
（
一
八
七
〇
～
一
九
五
三
、
こ
の
と
き
東
京
帝
大
助
手
）
が
中
国

服
姿
で
同
席
し
て
い
る
の
も
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
年
に
清
宮
が
交
流
を
も
っ
た
清
人
に
は
、
貴
州
知
府
の
呉
嘉
瑞
、
貴
州
巡
撫
の
李
経
義
（
一
八
五
七
～
一
九
二
五
）、
貴
陽
師
範

学
堂
を
創
設
し
た
楽
嘉
藻
ら
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
ら
か
ら
贈
ら
れ
た
書
画
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
な
お
、
呉
嘉
瑞
と
は
扶
風
山
で
開
か
れ
た

会
に
お
い
て
面
会
に
し
て
い
る
の
で
、
扶
風
山
を
訪
れ
た
清
宮
は
こ
の
時
に
陽
明
祠
に
も
訪
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
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写真１
右から順に、木藤武彦、高山公通、清宮宗親、戴永清（接待員）、馬啓華（出迎員）、
金子新太郎

写真２
貴陽師範学堂での教習と生徒の集合写真
中列（椅子に着座している者）右から順に、清宮宗親、鳥居龍蔵、高山公通、金子新
太郎、木藤武彦
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一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
は
二
月
に
雲
南
省
に
遊
ん
で
、
雲

貴
総
督
の
林
紹
年
（
一
八
四
五
～
一
九
一
六
）
や
雲
南
学
政
の
呉
魯
に

会
い
、
三
月
に
は
貴
州
学
政
の
趙
惟
熙
と
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
書
の
揮

毫
を
請
う
た
。
ま
た
、
林
紹
年
の
指
示
に
よ
っ
て
貴
州
大
学
堂
か
ら

選
抜
さ
れ
て
日
本
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
周
恭
寿
（
一
八
七
六
～
一
九

五
〇
）
と
も
こ
の
時
期
に
交
流
が
あ
っ
た
。

　

八
月
に
は
、
王
守
仁
の
陽
明
学
大
悟
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
修
文

県
龍
岡
山
の
陽
明
洞
を
高
山
公
通
・
金
子
新
太
郎
・
岡
山
源
六
（
一

九
〇
三
年
着
任
の
新
任
教
習
）
と
共
に
訪
ね
て
、
洞
穴
壁
面
に
文
字
を

刻
し
た
。
こ
の
時
に
清
宮
は
「
龍
岡
山
観
月
記
」
を
作
っ
て
三
島
中

洲
に
書
き
送
り
、
中
洲
が
こ
れ
に
応
え
て
七
絶
「
読
清
宮
宗
親
龍
岡

山
観
月
記
有
感
」（
写
真
３
）
を
作
っ
て
清
宮
に
贈
っ
た
。
同
年
冬
こ

れ
を
受
け
取
っ
た
清
宮
は
中
洲
の
詩
を
刻
し
た
詩
碑
を
建
て
る
こ
と

を
思
い
立
ち
、
あ
ら
た
め
て
中
洲
に
建
碑
用
の
揮
毫
を
請
い
、
中
洲

は
次
の
よ
う
に
揮
毫
し
た
。

写真３
1903 年（明治 36）冬に貴陽で清宮宗親が受け取った三島中洲の七絶
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憶
昔
陽
明
講
学
堂　
　

震
天
動
地
活
機
蔵　
　

龍
岡
山
上
一
輪
月　
　

仰
見
良
知
千
古
光

明
治
癸
卯
歳
、
門
人
清
宮
宗
親
従
高
山
金
子
両
武
官
訪
貴
州
陽
明
洞
、
遂
登
龍
岡
山
観
月
有
記
寄
示
、
余
因
賦
此
詩
。
頃
両
武
官
与
宗
親

等
謀
欲
刻
之
石
以
建
洞
中
、
遠
問
余
。
一
詩
雖
甚
悪
、
亦
足
以
表
海
外
景
仰
之
意
、
則
不
辞
書
此
以
贈
。　

大
日
本
国
東
宮
侍
講
文
学
博

士
三
島
毅

　

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
に
清
宮
は
師
範
学
堂
の
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
于
徳
楷
と
謀
り
、
陽
明
洞
で
は
場
所
が
不
便
な
こ
と
を
考
慮

し
て
、
扶
風
山
の
陽
明
祠
の
傍
ら
に
建
碑
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
該
碑
文
に
は
中
洲
の
詩
に
続
い
て
、
建
碑
場
所
を
変
更
す
る
理
由
を
記
し

た
跋
が
建
碑
者
七
名
（
高
山
公
通
、
金
子
新
太
郎
、
愛
甲
猪
之
助
、
岡
山
源
六
、
木
藤
武
彦
、
岩
原
大
三
郎
と
清
宮
宗
親
）
の
名
と
共
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
高
山
総
教
習
は
日
露
開
戦
に
よ
っ
て
同
年
二
月
す
で
に
貴
陽
を
去
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
金
子
中
尉
が
総
教
習
代
理
と
な
っ
て
い
た
。

　

同
碑
が
建
て
ら
れ
た
九
月
、
師
範
学
堂
で
は
事
件
が
起
こ
っ
た
。
遼
陽
会
戦
の
日
本
軍
勝
利
に
狂
喜
し
た
岡
山
源
六
が
酒
に
酔
っ
て
学
生
た

ち
を
殴
り
、
数
日
後
に
解
雇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
清
宮
は
こ
の
時
に
同
席
し
て
い
た
が
、
暴
力
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
罪
に
問
わ

れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
年
、
清
宮
は
李
端
棻
（
一
八
三
三
～
一
九
〇
七
、
号
苾
園
）
と
交
わ
り
、
書
の
揮
毫
を
請
う
て
い
る
。
李
端
棻
は
北
京
・
京
師
大
学
堂
の

開
設
を
提
言
し
た
人
物
で
、
こ
の
頃
は
郷
里
貴
陽
に
戻
っ
て
経
世
学
堂
に
講
学
し
て
い
た
。

　

清
宮
が
岩
原
大
三
郎
と
共
に
日
本
人
教
習
の
任
を
終
え
て
貴
陽
を
離
れ
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
三
月
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九

〇
二
年
（
明
治
三
五
）
春
に
日
本
を
離
れ
て
以
来
、
六
年
間
の
貴
陽
滞
在
で
あ
っ
た
。
帰
国
に
当
た
り
柯
卲
忞
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
三
）、
余
誠

格
（
一
八
五
六
～
一
九
二
六
）、
呉
嘉
瑞
、
厳
雋
熙
、
于
徳
楷
、
李
翰
芬
、
倪
惟
欽
ら
か
ら
送
別
の
詩
文
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
な
お
後
述
す
る
王
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文
成
公
銅
像
は
前
年
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
七
月
に
清
宮
が
購

入
し
た
も
の
で
あ
り
、
帰
国
に
当
た
っ
て
貴
州
か
ら
日
本
に
持
ち
帰

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
八
～
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
一
～
四
二
）
の
時
期
、
清
宮
は

東
京
神
田
区
宮
本
町
一
に
居
を
構
え
、
久
し
ぶ
り
の
日
本
滞
在
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
同
年
・
同
学
の
野
口
多
内
が
安
東
領
事

館
の
勤
務
を
最
後
に
外
務
省
通
訳
官
を
退
官
し
て
「
満
鮮
日
報
」
等

を
創
業
し
た
の
を
受
け
て
、
翌
年
（
明
治
四
三
）
に
は
満
州
に
渡
り

安
東
県
下
大
東
溝
の
日
中
合
弁
に
よ
る
鴨
緑
江
採
木
公
司
に
勤
務
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、安
東
県
に
は
野
口
を
は
じ
め
大
山
格
司
・

久
山
順
平
・
高
橋
止
観
・
稲
川
容
道
ら
数
人
の
二
松
学
舎
同
学
が
住

ん
で
お
り
、
三
月
二
八
日
に
は
同
地
在
住
の
二
松
学
舎
卒
業
生
が
同

窓
会
を
開
い
て
い
る
（
写
真
４
）。
ま
た
、
こ
の
前
後
の
時
期
に
清
宮

は
旧
水
戸
藩
士
武
熊
氏
の
女
を
娶
り
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）

二
月
に
長
女
安
子
（
中
洲
の
命
名
に
か
か
る
）
が
出
生
し
て
い
る
（
住

所
は
安
東
県
大
和
橋
通
七
―
四
）。

　

同
年
一
一
月
に
一
旦
帰
国
し
、
翌
年
（
大
正
二
）
五
月
に
再
び
渡

写真４
1910 年（明治 43）3 月 28 日、鴨緑江畔安東県における二松学舎同窓会の時の写真
上列右から大山格司、久山順平、野口多内。下列右から高橋止観、清宮宗親、稲川容道。
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満
し
て
、旅
順
の
関
東
庁
都
督
府
に
通
訳
官
と
し
て
勤
務
し
た
（
住
所
は
旅
順
新
市
街
日
進
町
一
―
一
一
）。
こ
れ
は
前
年
四
月
に
福
島
安
正
（
男
爵
・

中
将
）
が
関
東
庁
都
督
府
の
都
督
（
長
官
）
に
就
任
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
人
事
と
さ
れ
る
。
更
に
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
は
青
島
守
備
軍

司
令
部
に
転
属
と
な
っ
た
。
清
宮
旧
蔵
資
料
の
中
に
は
、
同
年
初
夏
に
司
令
官
神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
～
一
九
二
七
）
が
揮
毫
し
た
書
も
残
さ
れ

て
い
る
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
は
中
華
民
国
政
府
か
ら
通
訳
官
と
し
て
の
勤
務
に
対
し
て
六
等
嘉
禾
章
を
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）

に
は
五
等
嘉
禾
章
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
頃
時
期
未
詳
な
が
ら
、
宮
崎
滔
天
（
一
八
七
一
～
一
九
二
二
）、
余
維
謙
（
一
八
八
二
～
？
）、
張
群
（
一
八
八
九
～
一
九
九
〇
）、
戴

季
陶
（
一
八
九
一
～
一
九
四
九
、
号
天
仇
）、
余
程
萬
（
一
九
〇
二
～
一
九
五
五
）
ら
孫
文
に
近
い
人
々
と
も
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
寄
せ
書

き
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
に
関
東
都
督
府
が
関
東
軍
と
関
東
庁
に
改
組
さ
れ
た
後
、
清
宮
は
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
に
関
東
軍
参
謀
部
附

と
な
っ
て
北
京
に
転
任
し
た
ら
し
く
、
こ
こ
で
貴
州
時
代
の
旧
知
と
の
再
会
が
あ
っ
た
。
同
年
に
は
議
員
と
し
て
国
会
に
出
席
し
た
周
恭
寿
に

二
〇
数
年
ぶ
り
に
再
会
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
は
楽
嘉
藻
と
再
会
し
、
楽
嘉
藻
は
一
九
〇
二
年
に
貴
陽
で
清
宮
と
会
っ
た
時
に
詠
じ

た
詩
句
を
揮
毫
し
た
。
他
に
こ
の
時
期
、
劉
文
龍
、
陳
筑
山
、
毛
邦
偉
、
符
詩
楷
等
と
も
交
流
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
以
降
、
満
州
建
国
ま
で
の
一
〇
年
足
ら
ず
は
、
近
代
中
国
史
の
推
移
が
複
雑
化
し
、
か
つ
二
松
学
舎
は
専
門
学
校
設
立
に
と
も
な

い
そ
の
機
関
誌
が
性
格
を
変
え
て
同
窓
生
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
く
な
る
た
め
、
清
宮
の
動
向
を
正
確
に
叙
述
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で

は
残
さ
れ
た
資
料
に
従
っ
て
略
述
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

北
伐
に
よ
り
北
京
政
府
が
崩
壊
し
た
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
以
降
、
清
宮
は
天
津
や
遼
東
半
島
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、

こ
の
時
期
に
交
流
を
も
っ
た
中
国
人
の
書
画
も
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
～
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
書
画
帖
『
萬
花
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縁
』
の
中
に
は
、
曽
毓
雋
（
一
八
七
五
～
一
九
五
七
）、
呉
光
新
（
一
八
八
一
～
一
九
三
九
）、
張
国
淦
（
一
八
七
一
～
一
九
五
九
）、
張
弧
（
一
八
七
五
～

一
九
三
九
）、
孫
伝
芳
（
一
八
八
五
～
一
九
三
五
）、
閻
錫
山
（
一
八
八
三
～
一
九
六
〇
）、
宝
熙
（
一
八
七
一
～
一
九
四
二
）、
鄒
魯
（
一
八
八
五
～
一
九
五
四
）、

謝
介
石
（
一
八
七
八
～
一
九
五
四
）
等
の
書
画
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
、清
宮
は
か
つ
て
三
島
中
洲
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
王
文
成
公
銅
像
記
」（
一
九
一
四
年
一
一
月
撰
）
と
「
字
号
説
」（
一

八
九
六
年
九
月
撰
）
を
、
こ
の
時
期
に
瀋
陽
（
奉
天
）
に
移
っ
て
き
た
中
国
の
著
名
な
学
者
や
要
人
た
ち
に
示
し
て
題
跋
を
求
め
て
い
る
。
先
ず

一
月
に
は
野
口
多
内
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
袁
金
鎧
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
七
、
字
潔
珊
、
東
北
政
務
委
員
会
委
員
）
が
双
方
に
二
つ
の
題
記
を
撰
文
し
、

更
に
「
字
号
説
」
を
巻
子
本
に
装
丁
し
た
後
で
納
め
る
木
箱
の
題
字
も
揮
毫
し
た
。
次
い
で
羅
振
玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
、
号
雪
堂
）
が
二

つ
の
題
記
を
撰
文
し
た
。
八
月
に
は
王
樹
枏
（
一
八
五
二
～
一
九
三
六
、
号
陶
廬
）
が
二
つ
の
題
記
を
撰
文
し
た
。
九
月
に
は
呉
廷
燮
が
二
つ
の

題
記
を
撰
文
し
た
。
一
〇
月
に
は
呉
闓
生
（
一
八
七
七
～
一
九
四
九
、
呉
汝
綸
の
子
）
が
二
つ
の
題
記
を
撰
文
し
た
。

　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
夏
に
は
、
大
連
の
星
浦
に
住
ん
で
い
た
恭
親
王
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
六
、
愛
新
覚
羅
溥
偉
）
が
右
の
二
文
に
そ
れ
ぞ

れ
題
記
を
撰
文
し
て
い
る
。
後
掲
す
る
よ
う
に
、
二
巻
の
巻
子
本
に
装
丁
さ
れ
た
三
島
中
洲
撰
「
王
文
成
公
銅
像
記
」「
字
号
説
」
で
は
、
い

ず
れ
も
中
洲
の
文
に
先
だ
っ
て
、
最
も
地
位
の
高
い
恭
親
王
に
よ
る
題
記
が
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
は
、
満
州
事
変
の
直
前
に
清
宮
は
書
画
帖
『
翰
墨
因
縁
』
を
作
っ
て
お
り
、
恭
親
王
（
一
八
九
八
～
一
九
三
六
）、

潘
復
（
一
八
八
三
～
一
九
三
六
）、
李
経
方
（
一
八
五
五
～
一
九
三
四
）、
李
思
浩
（
一
八
八
二
～
一
九
六
八
）、
呉
郁
生
等
の
書
画
を
収
め
て
い
る
。
六

月
に
は
、
書
画
帖
の
表
紙
の
題
簽
を
劉
希
淹
（
一
九
〇
六
～
一
九
三
八
、
劉
廷
琛
の
三
男
）
が
揮
毫
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
年
、
三
島
中
洲
撰
「
王
文
成
公
銅
像
記
」「
字
号
説
」
を
諸
家
に
示
し
て
更
に
題
跋
を
求
め
お
り
、
一
九
三
一
年
六
月
に
は
呉
郁
生

が
二
つ
の
題
記
を
撰
文
し
た
。
同
年
夏
に
は
王
垿
（
一
八
五
七
～
一
九
三
三
）
が
青
島
で
二
つ
の
題
詩
を
撰
ん
だ
。
前
述
の
書
画
帖
と
同
様
、
六
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月
に
二
巻
の
題
簽
を
劉
希
淹
が
揮
毫
し
て
い
る
。

　

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
＝
大
同
元
）
一
一
月
に
は
陳
宝
琛
（
一
八
四
八
～
一
九
三
五
）
が
前
者
に
題
詩
を
、
後
者
に
題
記
を
撰
文
し
た
。
一
九
三

三
年
（
昭
和
八
＝
大
同
二
）
二
月
に
は
宝
熙
（
一
八
七
一
～
一
九
四
二
）
が
前
者
に
題
記
を
撰
文
し
た
。
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
＝
康
徳
二
）
三
月

に
は
胡
嗣
瑗
（
一
八
六
九
～
一
九
四
九
）
が
前
者
に
題
詞
を
撰
ん
だ
。
同
年
六
月
に
は
鄭
孝
胥
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
八
）
が
二
つ
の
題
記
を
撰
文

し
た
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
＝
康
徳
三
）
に
は
後
者
に
対
し
て
、
春
に
商
衍
瀛
（
一
八
七
一
～
一
九
六
〇
）
が
題
記
を
撰
文
し
、
三
月
に
は
陳

曽
寿
が
題
記
を
撰
文
し
た
。

　

こ
の
間
に
満
州
国
が
建
国
（
一
九
三
二
年
）
さ
れ
る
と
清
宮
は
宮
内
府
に
翻
訳
官
と
し
て
勤
務
し
、
更
に
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
＝
康
徳
二
）

に
は
帝
室
大
典
委
員
会
嘱
託
、宮
内
府
一
等
翻
訳
官
と
な
っ
た
。
だ
が
同
年
に
胃
癌
を
患
っ
て
一
旦
帰
国
し
て
加
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。『
中

洲
会
誌
』
哀
悼
欄
の
記
事
に
は
「
稍
癒
て
奮
つ
て
復
職
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
＝
康
徳
三
）
二
月
二
四
日
に
再

び
満
州
に
渡
り

（
７
）

、
一
か
月
後
の
三
月
二
五
日
に
新
京
（
現
長
春
）
の
満
鉄
病
院
に
六
一
歳
で
歿
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
理
を
押
し
て
の
渡

満
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
月
二
六
日
に
薦
任
一
等
に
昇
叙
さ
れ
、
翌
二
七
日
に
勲
三
位
・
景
雲
章
を
追
贈
さ
れ
て
い
る

（
８
）
。
同
二
九
日
の

告
別
式
に
は
、
同
学
で
同
じ
く
満
州
帝
国
官
吏
の
佐
藤
知
恭
（
一
八
七
七
～
一
九
四
四
、
号
膽
斎
）
ら
が
出
席
し
た
。
後
に
水
戸
の
祇
園
寺
に
葬

ら
れ
、
法
諡
は
大
通
院
知
学
宗
親
居
士
。
宗
親
と
妻
武
熊
氏
の
間
に
は
四
男
三
女
が
生
ま
れ
て
い
る
。
翌
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
三
月
一

四
日
に
二
松
学
舎
に
お
い
て
同
じ
く
前
年
に
歿
し
た
同
窓
の
富
田
健
助
（
高
知
高
等
学
校
教
授
）・
山
田
謙
吉
（
号
岳
陽
、
上
海
・
東
亜
同
文
書
院
教
授
）

と
と
も
に
清
宮
の
追
悼
会
が
開
催
さ
れ
た
。
清
宮
の
遺
族
と
し
て
二
男
で
当
時
陸
軍
士
官
学
校
に
在
学
中
の
武
熊
宗
武
が
出
席
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
長
男
宗
賢
（
京
都
帝
大
卒
）
と
二
男
宗
武
は
共
に
戦
死
し
て
お
り
、
現
在
、
清
宮
家
の
墓
や
宗
親
の
遺
品
は
宗
親
の
四
男
宗
忠
氏
（
二
〇

〇
五
年
歿
）
の
ご
子
孫
が
管
理
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
祇
園
寺
の
墓
は
武
熊
家
の
水
戸
の
共
有
墓
地
に
移
さ
れ
て
墓
誌
の
み
が
存
す
る
と
の
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こ
と
で
あ
る
。

　　

以
上
、
清
宮
の
事
蹟
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
清
宮
が
一
九
〇
〇
年
に
二
五
歳
で
赤
坂
第
三
連
隊
の
下
士
官
に
漢
文
を
教
授
し

て
以
来
、
満
州
帝
国
宮
内
府
の
通
訳
官
と
し
て
六
一
歳
で
歿
す
る
ま
で
、
三
六
年
に
亙
る
大
半
の
時
間
を
中
国
大
陸
で
過
ご
し
た
こ
と
。
そ
の

中
国
生
活
は
、
民
間
に
身
を
置
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
日
本
陸
軍
と
関
わ
り
が
深
く
、
早
く
か
ら
二
松
学
舎
の
先
輩
で
あ
る
福

島
安
正
の
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
貴
陽
の
教
習
時
代
の
上
司
で
あ
る
高
山
公
通
・
金
子
新
太
郎
等
の
よ
う
な
情
報
将
校
と

活
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
前
期
の
二
松
学
舎
に
学
ん
だ
人
々
か
ら
は
多
く
の
陸
軍
軍
人
が
輩
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

軍
人
で
は
な
い
け
れ
ど
も
中
国
に
お
い
て
日
本
陸
軍
と
活
動
し
た
清
宮
の
よ
う
な
中
国
通
は
漢
学
塾
時
代
の
二
松
学
舎
出
身
者
の
一
つ
の
典
型

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

三
島
中
洲
が
清
宮
に
与
え
た
「
王
文
成
公
銅
像
記
」
と
「
字
号
説
」
は
、
先
に
書
か
れ
た
後
者
が
王
陽
明
の
説
く
「
良
知
」
を
清
宮
の
一
族

の
み
な
ら
ず
広
く
天
下
国
家
に
推
し
広
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
内
容
で
あ
る
。
清
宮
が
教
習
生
活
を
終
え
て
更
に
中
国
で
の
活
動
を
継
続
し
て

い
た
時
期
に
書
か
れ
た
前
者
は
、「
良
知
」
を
推
し
広
め
る
際
に
内
修
・
外
修
の
内
外
兼
修
を
説
く
内
容
で
あ
り
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く

門
人
に
対
し
て
期
待
す
る
点
に
お
い
て
前
後
照
応
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
中
洲
か
ら
贈
ら
れ
た
清
宮
は
、
贈
ら
れ
て
一
五
年
以
上
が
経
過
し
た
時
点
を
起
点
と
し
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
一
九
二
九
～
一
九
三

六
年
と
い
う
満
州
国
建
国
の
前
後
に
あ
た
る
時
期
に
こ
れ
を
中
国
の
学
者
・
要
人
た
ち
に
示
し
て
熱
心
に
題
跋
を
求
め
た
。
最
も
遅
い
時
期
に

書
か
れ
た
商
衍
瀛
と
陳
曽
寿
の
題
記
は
実
に
清
宮
の
病
死
直
前
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
巻
に
清
宮
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
、
中
洲
か
ら
贈
ら
れ
た
陽
明
学
の
「
致
良
知
」
を
骨
子
と
す
る
二
文
が
清
宮
の
生
涯
を
か
け
た
中
国
に
お
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け
る
活
動
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
日
中
両
国
人
の
協
力
に
よ
る
満
州
国
の
確
立
こ
そ
が
清
宮
に
と
っ
て
「
致
良

知
」
の
極
点
、
理
想
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
は
悲
劇
的
な
「
同
床
異
夢
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
清

宮
の
よ
う
な
漢
学
塾
出
身
の
中
国
通
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
思
考
は
あ
り
が
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
国
の
学
者
た
ち
が
撰
文
し
た
題
跋
に
つ
い
て
言
え
ば
、
羅
振
玉
（
Ⅰ
―
⑤
）
と
王
樹
枏
（
Ⅱ
―
⑥
）
が
共
に
明
治
維
新
の
成
功
に
陽
明
学
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
羅
振
玉
は
か
つ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
に
教
育
視
察
を
行
っ
た
呉
汝
綸
と
語

り
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
王
樹
枏
は
程
朱
学
と
陸
王
学
で
は
相
違
点
が
あ
っ
て
も
修
己
治
人
・
躬
行
実
践
の
点
で
は
同
じ
で
あ

り
、
明
治
維
新
期
の
陽
明
学
者
と
同
様
に
、
清
末
の
同
治
・
咸
豊
期
に
は
程
朱
学
か
ら
諸
賢
が
輩
出
し
た
と
記
し
、
程
朱
学
・
陸
王
学
に
優
劣

は
な
い
と
す
る
。
陽
明
学
が
衰
退
し
て
久
し
い
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
国
の
学
者
に
と
っ
て
、
陽
明
学
に
対
す
る
関
心
は
陽
明
学
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
陽
明
学
が
日
本
の
明
治
維
新
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
す
る
見
方
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
を
撰
文
し
て
い
る
三

島
中
洲
が
現
に
天
皇
の
侍
講
の
立
場
に
あ
る
こ
と
と
、
中
国
で
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
る
清
宮
が
三
島
中
洲
と
陽
明
学
に
よ
っ
て
師
弟

関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼
ら
に
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
が
必
ず
し
も
過
去
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
取
ら
せ
る
に
十
分

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　（
翻
刻
）

Ⅰ　

王
陽
明
銅
像
、
お
よ
び
三
島
中
洲
撰
「
王
文
成
公
銅
像
記
」
と
諸
家
題
跋

王
陽
明
銅
像
（
写
真
５
）（
Ｈ
二
二
．
〇
糎
×
Ｗ
一
三
．
五
糎
×
Ｄ
九
．
五
、
重
さ
一
六
五
五
瓦
）
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右
手
を
膝
に
置
き
、
左
手
に
書
物
と
見
ら
れ
る
も
の
を
持
つ
。
面

相
は
頬
骨
高
く
、
口
髭
と
顎
鬚
を
長
く
伸
ば
し
て
い
る
。
官
服
で
は

な
く
、
道
服
・
道
帽
子
を
着
用
し
た
姿
。

附
属
物

台
坐
（
木
製
、
重
さ
九
〇
五
瓦
、
台
座
に
設
置
し
た
像
、
Ｈ
二
七
．
〇
糎
）

箱
（
唐
木
製
、
Ｈ
二
六
．
五
糎
×
Ｗ
一
六
．
二
糎
×
Ｄ
一
二
．
〇
糎
）

箱
の
蓋
に
「
陽
明
先
生
像　

淸
宮
宗
親
／
明
治
四
十
年
七
月
在
大
淸

國
貴
州
購
之
」
の
刻
字
あ
り
。

三
島
中
洲
撰
「
王
文
成
公
銅
像
記
」
一
巻
（
Ｈ
四
六
．
五
糎
×
Ｗ
九
七

〇
糎
）

外
題
「
三
島
博
士
王
文
成
公
銅
象
記　

良
齋
先
生
囑
題
／
叔
文
劉
希

淹
辛
未
六
月
也　

淹　
　
文
叔
」（
Ｈ
三
三
．
〇
糎
×
Ｗ
一
．
九
糎
）

①　

恭
親
王
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

Ｈ
三
九
．
八
糎
×
Ｗ
八
四
．
八
）

（
印
記
）「
御
賜
忠
貞
堅
良
」

写真５
王文成公銅像、および函の蓋に刻された「陽明先生像　淸宮宗親　明治四十年七月在
大淸國貴州購之」の文字
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我
愛
新
覺
羅
之
起
於
東
北
也
、
性
誠
俗
朴
、
不
務
名
、
不
自
矜
、
醇
如
也
。
入
關
後
、
漸
染
侈
靡
之
習
致
、
有
水
弱
之
懼
。
鄰
邦
日
本
國
、
尊

君
敬
老
、
尚
武
愛
群
、
有
足
多
者
。
古
人
有
言
曰
、
東
方
多
君
子
之
國
、
其
信
然
乎
。
歐
風
東
漸
、
時
異
勢
殊
、
以
中
原
五
千
年
道
德
文
化
之

鄕
、
竟
倡
無
父
無
君
之
説
、
惑
世
誣
民
亂
且
未
艾
。
而
予
今
日
竟
能
遇
此
卷
於
金
州
之
海
濱
。
嗚
呼
文
成
良
知
之
學
衰
矣
。
中
洲
先
生
不
可
得

而
見
矣
、
得
讀
其
文
而
友
其
弟
子
亦
幸
矣
。
淸
宮
君
守
明
師
之
訓
、
充
良
知
之
心
、
是
亦
中
洲
先
生
矣
猶
自
幸
天
德
王
道
、
仍
厚
育
於
東
北
之

維
、
展
閲
既
竟
爲
之
惘
然
者
久
之
。

宣
統
庚
午
夏
（
昭
和
五
年
＝
一
九
三
〇
）、
恭
親
王
題
。（
印
記
）「
和
碩
恭
親
王
寶
」「
錫
晉
齋
印
」

②　

三
島
中
洲
の
像
記
（
用
箋 

絹
本 

Ｈ
三
九
．
八
糎
×
一
四
一
．
一
糎
）

王
文
成
公
銅
像
記
（
印
記
）「
中
洲
」

明
治
戊
申
（
四
一
年
＝
一
九
〇
八
年
）
春
、
門
人
淸
宮
民
卿
、
自
淸
國
貴
州
齎
一
銅
像
歸
、
示
曰
、
貴
州
有
劉
海
帆
者
、
遠
祖
三
五
在
王
文
成
公
門
。

公
亡
後
、
門
人
胥
謀
鑄
公
銅
像
若
干
、
相
分
以
寓
追
慕
之
意
。
三
五
亦
藏
其
一
。
子
孫
覇
官
貴
州
、
遂
土
着
、
傳
至
海
帆
。
弟
曾
受
王
學
於
先

生
、
景
慕
文
成
久
矣
、
遂
購
求
。
請
先
生
記
之
。
余
薰
沐
拜
觀
、
則
高
尺
許
、
左
手
捧
書
卷
、
右
手
埀
至
膝
。
眼
光
注
書
、
威
容
儼
然
、
神
采

躍
如
、
不
覺
起
敬
者
久
之
。
既
數
年
、
民
卿
懇
促
不
已
、
乃
謂
之
曰
、
子
亦
記
公
語
乎
。
公
曾
曰
、
胸
中
有
聖
人
、
蓋
謂
良
知
也
。
良
知
無
聖

凡
、
存
則
聖
、
亡
則
凡
。
子
苟
存
良
知
、
良
知
昭
然
、
萬
理
出
、
天
下
何
事
不
可
處
。
則
子
胸
中
常
有
聖
人
、
又
有
文
成
矣
、
何
必
尊
奉
此
銅

像
。
雖
然
、
學
者
有
内
修
外
修
。
心
存
養
良
知
、
内
修
也
。
就
經
史
模
範
聖
賢
言
行
以
自
省
察
、
外
修
也
。
内
外
兼
修
、
洞
然
一
致
、
則
眞
聖

人
、
又
眞
文
成
矣
。
今
公
手
書
卷
、
豈
非
胸
中
卷
中
聖
人
相
照
洞
然
一
致
之
時
乎
。
然
則
子
之
尊
奉
銅
像
、
亦
資
外
修
也
。
子
能
存
奉
胸
中
文

成
、
更
崇
拜
銅
像
模
範
其
言
行
、
内
外
洞
然
一
致
、
則
可
謂
能
學
文
成
者
矣
。
文
成
有
知
必
將
曰
、
孺
子
可
教
。
子
學
自
此
進
矣
。
乃
書
以
爲
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記
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
十
一
月
、
八
十
五
翁
中
洲
三
島
毅
撰
。（
印
記
）「
三
島
毅
印
」「
字
遠
叔
」

③
陳
寶
琛
の
題
詩
（
用
箋 

絹
本 

Ｈ
四
六
．
〇
糎
×
Ｗ
一
三
．
八
糎
）

謫
宦
龍
場
講
學
年　
　

鑄
金
黔
徼
衍
薪
傳　
　

不
圖
私
淑
瀛
洲
客　
　

載
上
歸
舟
至
日
邊

儒
術
能
爲
耆
定
功　
　

泱
泱
表
海
見
雄
風　
　

服
膺
師
訓
尊
心
學　
　

不
獨
文
同
理
亦
同

姚
江
之
學
、
歷
數
百
年
而
昌
於
海
東
。
淸
宮
良
齋
遊
黔
八
年
、
得
文
成
銅
像
而
奉
以
歸
。
其
師
中
洲
先
生
爲
之
記
、
裝
卷
徴
題
。
與
予
遇
於
長

春
、
出
以
相
眎
。
予
少
先
生
十
八
歳
、
而
獲
觀
遺
墨
、
如
接
謦
欬
、
亦
年
八
十
有
五
矣
。
爰
泚
筆
其
左
以
志
忻
慕
。

壬
申
（
昭
和
七
年
＝
一
九
三
二
）
十
一
月
朔
、
閩
陳
寶
琛
。（
印
記
）「
陳
寶
琛
印
」「
弢
庵
八
十
後
作
」

④
袁
金
鎧
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

④
⑤
⑥
⑦
⑧
一
紙
、
Ｈ
四
三
．
〇
糎
×
Ｗ
一
三
一
．
〇
糎
）

三
島
先
生
篤
好
陽
明
之
學
、
觀
所
題
銅
像
記
、
推
闡
盡
致
、
表
裏
洞
然
、
有
觸
處
豁
朗
境
界
、
書
法
尤
高
古
、
無
些
子
塵
障
繞
其
筆
端
、
尤
可

寶
也
。

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
孟
春
元
宵
後
三
日
、
潔
珊
袁
金
鎧
識
。（
印
記
）「
袁
金
鎧
印
」「
潔
珊
」

⑤
羅
振
玉
の
題
記

光
緒
丁
酉
（
二
三
年
＝
明
治
三
〇
年
＝
一
八
九
七
年
）、
予
寓
居
滬
江
、
始
與
東
邦
學
者
締
交
、
知
吾
鄕
陽
明
先
生
之
學
盛
行
于
海
東
。
毎
覽
明
治
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中
興
史
、
知
當
日
所
以
致
隆
盛
者
、
固
師
武
臣
力
所
致
、
實
以
幕
府
崇
尚
儒
術
爲
之
基
、
德
川
氏
之
奉
還
大
政
、
蓋
凛
然
于
春
秋
大
義
、
遂
使

尊
攘
諸
臣
竟
其
功
、
此
陽
明
良
知
之
説
收
其
効
也
。
往
歳
曾
與
老
友
呉
摯
甫
京
卿
言
之
。
摯
老
東
游
、
拜
德
川
氏
家
廟
、
爲
長
歌
以
詠
歎
之
。

及
辛
亥
後
、
予
避
地
扶
桑
、
故
父
耆
舊
毎
雖
服
膺
儒
術
者
尚
不
少
、
然
後
生
多
震
驚
于
西
洋
物
質
文
明
、
儒
學
亦
稍
々
衰
矣
。
今
讀
三
島
先
生

此
記
、
深
以
内
外
交
修
望
之
淸
宮
先
生
。
復
爲
字
號
説
、
以
親
民
之
旨
相
敦
勉
。
淸
宮
先
生
必
當
能
本
諸
師
説
、
以
先
知
先
覺
自
任
、
俾
以
良

知
之
説
警
當
世
、
以
復
崇
儒
之
舊
。
豈
非
其
功
將
與
明
治
維
新
諸
臣
比
烈
矣
。
謹
企
足
以
望
之
。

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）、
貞
松
羅
振
玉
拜
觀
竝
題
記
。（
印
記
）「
臣
玉
之
印
」「
叔
言
」

⑥
王
樹
枏
の
題
記

方
王
文
成
公
謫
官
龍
場
、
瘴
癘
困
阨
、
幾
瀕
於
死
。
逮
其
撫
南
贛
征
西
粤
、
戡
難
綏
邊
、
勲
業
舃
奕
、
若
是
。
然
公
生
平
良
知
之
學
、
實
得
力

於
謫
居
黔
中
時
、
而
黔
之
文
化
惟
公
牖
之
、
動
心
忍
性
之
功
與
濟
世
利
物
之
志
、
蓋
險
夷
若
壹
節
焉
、
宜
黔
人
至
今
尸
祝
不
忘
也
。
日
本
淸
宮

良
齋
先
生
游
黔
、
奉
公
銅
像
以
歸
、
而
請
其
師
三
島
中
洲
侍
講
爲
之
記
。
先
生
師
弟
皆
服
膺
文
成
力
行
而
不
惑
者
、
乃
距
公
歿
且
數
百
年
、
竟

獲
展
奉
遺
像
於
瀛
海
風
濤
萬
里
以
外
。
豈
公
在
天
之
靈
爽
實
式
憑
之
耶
、
抑
心
源
遙
接
有
曠
世
而
放
感
者
耶
。
及
觀
中
洲
題
記
、
以
内
外
交
修

勖
良
齋
、
謂
不
在
公
像
之
有
與
無
。
嗚
呼
其
所
見
蓋
倜
乎
遠
矣
。

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
八
月
、
陶
廬
老
人
王
樹
枏
識
於
遼
瀋
、
時
年
七
十
有
九
。（
印
記
）「
新
城
王
氏
樹
枏
」「
陶
廬
七
十
後
作
」

⑦
呉
廷
燮
の
題
記

明
天
順
中
、
以
銅
範
飾
金
孔
子
竝
四
配
像
一
龕
、
置
于（

（1
（

文
淵
閣
中
間
、
示
崇
政
本
典
至
隆
已
。
文
成
以
忤
璫
謫
龍
場
、
當
其
時
生
死
不
自
知
、
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豈
意
後
人
之
鑄
爲
像
以
昭
其
不
朽
。
今
淸
宮
先
生
得
而
寶
之
。
是
志
文
成
之
志
、
而
必
有
以
大
光
孔
教
也
。

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
季
秋
、
呉
廷
燮
題
。（
印
記
）「
呉
廷
燮
印
」「
向
之
」

⑧
呉
闓
生
の
題
記

陽
明
先
生
學
問
事
功
震
鑠
一
代
、
日
本
得
之
以
強
其
國
。
吾
國
得
此
大
賢
不
自
崇
、
奉
坐
視
其
學
、
發
揚
光
大
於
鄰
邦
、
爲
媿
奚
如
。
淸
宮
先

生
持
此
冊
屬
題
、
瞻
仰
之
餘
、
其
顙
有
泚
矣
。

先
公
往
年
在
東
京
、
與
三
島
侍
講
遊
讌
極
歡
、
惟
幷
無
遊
德
川
家
廟
及
作
長
歌
之
事
。
羅
君
舛
蘊
所
言
殆
是
誤
記
。
附
志
以
存
事
實
。

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
初
冬
、
桐
城
呉
闓
生
記
於
遼
東
萃
升
書
院
講
室
。（
印
記
）「
呉
闓
生
印
」「
北
江
」

⑨
呉
郁
生
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

⑨
⑩
⑪
一
紙
、
Ｈ
三
九
．
五
糎
×
一
二
六
．
八
糎
）

（
印
記
）「
御
賜
景
星
照
堂
」

佛
法
有
頓
漸
。
尼
山
之
言
、
博
文
約
禮
、
下
學
上
達
而
已
、
無
頓
悟
之
法
。
紫
陽
宗
守
之
、
故
尊
德
性
道
問
學
竝
進
。
金
谿
偏
重
尊
性
、
陽
明

近
之
、
提
出
良
知
二
字
爲
教
旨
、
近
乎
直
指
人
心
不
立
文
字
、
殊
塗
同
歸
其
理
一
也
。
當
世
之
横
流
、
人
心
陷
溺
驟
語
、
以
格
致
誠
正
格
乎
不

入
、
則
直
掲
其
固
有
之
良
或
可
。
憬
然
一
悟
、
此
在
吾
國
亦
捄
時
之
一
道
也
。
良
齋
君
本
中
洲
先
生
之
教
、
碻
乎
有
得
於
心
。
余
敬
而
愛
之
、

坿
識
數
語
奉
正
。　

時
在
辛
未
（
昭
和
六
年
＝
一
九
三
一
）
六
月
、
鈍
齋
呉
郁
生
。（
印
記
）「
鈍
齋
」

⑩
王
垿
の
題
詩
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良
齋
好
古
慕
前
賢　
　

私
淑
陽
明
已
有
年　
　

行
過
五
溪
瞻
囘
像　
　

歩
趨
三
島
接
心
傳

淵
源
師
友
情
何
摯　
　

香
火
因
縁
意
倍
虔　
　

學
術
紛
厖
誰
得
挽　
　

願
君
隨
地
廣
眞
詮

良
齋
先
生
雅
正
、
辛
未
（
昭
和
六
年
＝
一
九
三
一
）
夏
、
王
垿
題
。（
印
記
）「
萊
陽
王
垿
別
號
寄
叟
」「
我
生
之
初
咸
豐
戊
午
」

⑪　

寶
熙
の
題
記

陽
明
學
主
知
行
合
一
。
讀
先
生
語
錄
云
、
以
此
純
乎
天
理
之
心
、
發
之
事
父
便
是
孝
、
發
之
事
君
便
是
忠
、
發
之
交
友
治
民
便
是
信
與
仁
。
又

曰
知
是
行
之
始
、
行
是
知
之
成
。
此
即
中
洲
先
生
内
外
修
之
原
也
。
淸
宮
先
生
受
學
於
中
洲
、
服
膺
姚
江
拳
々
弗
失
。
其
於
内
外
之
際
、
固
已

深
造
、
自
得
無
少
疑
惑
。
展
觀
斯
記
、
知
其
淵
源
有
自
來
矣
。　
　

大
同
癸
酉
（
二
年
＝
昭
和
八
年
＝
一
九
三
三
）
仲
春　

長
白
寶
熙
題
。（
印
記
）「
臣
熙
之
印
」

⑫　

胡
嗣
瑗
の
題
詞
（
用
箋 

紙
本 

⑫
⑬
一
紙
、
Ｈ
四
五
．
六
糎
×
Ｗ
一
三
三
．
二
糎
）

是
康
陵
輕
倒
太
阿
時
、
先
生
謫
龍
城
、
便
崎
嶇
瘴
國
、
儒
冠
非
誤
、
獨
破
天
荒
、
自
古
無
文
卉
服
、
羅
拜
列
門
墻
、
俎
豆
千
秋
事
、
金
鑄
何
妨
。

我
信
神
遊
八
表
、
況
薪
傳
不
盡
、
東
曁
扶
桑
、
想
驂
鸞
來
去
、
山
玉
水
環
鄕
、
試
囘
頭
、
兒
時
瞻
詠
、
早
不
堪
、
剪
伐
到
甘
棠
、
今
埀
老
、
愧

蓬
壺
侶
、
遙
爇
心
香
。

　
　

八
聲
甘
州

淸
宮
良
齋
爲
中
洲
博
士
入
室
弟
子
、
受
姚
江
之
學
、
光
緒
中
來
游
我
黔
、
爲
學
校
講
師
歷
八
年
。
所
獲
王
文
成
公
銅
範
遺
象
歸
、
求
其
師
爲
之

記
。
柳
邊
相
見
眎
、
余
讀
之
、
追
往
惜
今
、
漫
成
此
解
。
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康
德
二
年
（
昭
和
九
年
＝
一
九
三
四
）
三
月
、
開
州
胡
嗣
瑗
。（
印
記
）「
臣
嗣
瑗
印
」「
未
死
深
疑
負
國
恩
」

⑬　

鄭
孝
胥
の
題
記

孟
子
所
謂
良
能
良
知
者
、
即
性
善
之
旨
、
世
亂
之
極
、
乃
以
縱
欲
貪
利
爲
良
知
良
能
矣
。
宗
陽
明
者
、
何
以
救
之
。
乙
亥
（
昭
和
一
〇
年
＝
一
九

三
五
）
六
月
、
書
請
良
齋
先
生
教
正
、
孝
胥
。（
印
記
）「
夜
起
庵
叟
」

Ⅱ　

三
島
中
洲
撰
「
字
号
説
」、
お
よ
び
諸
家
題
跋

三
島
中
洲
撰
「
清
宮
宗
親
字
号
説
」
一
巻
（
Ｈ
三
九
．
〇
糎
×
Ｗ
九
三
一
糎
）

外
題
「
三
島
侍
講
淸
宮
字
号
説　

辛
未
六
月　

叔
文
劉
希
淹
題　

淹　
　
文
叔
」（
Ｈ
二
五
．
四
糎
×
Ｗ
二
．
〇
糎
）

①　

恭
親
王
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

Ｈ
三
二
．
八
糎
×
Ｗ
八
四
．
七
糎
）

（
印
記
）「
御
賜
忠
賢
堅
卓
」

治
世
之
道
備
在
五
經
、
而
良
知
之
説
盛
於
陽
明
、
實
務
本
探
源
之
論
、
而
知
其
道
者
鮮
矣
。
況
今
二
十
年
來
邪
説
詖
辭
充
汴
宇
内
、
戕
仁
義
喪

廉
恥
、
靑
年
之
人
殆
不
知
道
義
氣
節
爲
何
物
、
擧
世
滔
々
幾
陷
於
禽
獸
之
域
矣
。
今
何
幸
處
海
濱
之
僻
、
遇
東
國
之
人
、
乃
以
此
卷
屬
予
題
識

哉
。
卷
爲
舊
友
淸
宮
良
齋
先
生
所
有
、
是
其
師
三
島
中
洲
先
生
所
作
字
號
記
也
。
諷
誦
數
囘
、
憮
然
以
難
。
試
觀
莽
々
中
原
、
保
良
知
之
德
充

良
知
之
用
者
、
今
幾
人
乎
。
然
猶
幸
王
道
之
未
盡
絶
、
尚
有
崇
奉
講
論
、
如
其
師
若
弟
者
、
是
不
禁
威
鳳
晨
星
之
感
、
而
益
傷
知
道
者
之
鮮
矣
。
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用
寫
數
語
題
而
歸
之
。
良
齋
其
保
之
哉
。

宣
統
庚
午
（
昭
和
五
年
＝
一
九
三
〇
）
夏
至
日
、
題
於
星
浦
山
荘
。
恭
親
王
幷
識
。（
印
記
）「
錫
晉
齋
印
」「
恭
親
王
」

②　

三
島
中
洲
の
字
号
説
（
用
箋 

絹
本 

Ｈ
三
二
．
八
糎
×
Ｗ
九
八
．
八
糎
）

字
號
説
（
印
記
）「
黄
薇
人
」

丙
申
（
明
治
二
九
年
＝
一
八
九
六
）
秋
、
余
挈
門
生
淸
宮
宗
親
遊
浴
于
鹽
原
温
泉
。
一
日
宗
親
問
其
字
號
。
余
曰
、
宗
族
固
可
親
、
次
之
不
可
不

親
衆
民
。
取
之
古
本
大
學
親
民
、
請
字
曰
民
卿
。
而
親
民
之
本
在
明
々
德
、
明
德
即
良
知
也
、
請
號
曰
良
齋
。
因
顧
鹽
溪
曰
、
此
地
噴
靈
泉
治

百
疾
、
又
奇
巖
名
瀑
以
療
騷
人
墨
客
烟
霞
疾
。
巨
石
大
木
以
供
建
築
之
用
、
姫
魚
石
斑
魚
以
供
割
烹
之
具
。
豈
非
山
水
自
然
之
良
知
哉
。
然
往

古
人
不
知
之
、
委
棄
於
空
山
絶
谷
之
間
、
猶
人
不
知
己
有
良
知
、
自
暴
自
棄
者
。
近
時
世
人
稍
知
之
、
來
遊
者
不
絶
迹
、
亦
猶
少
發
良
知
之
能

明
德
之
光
、
然
不
過
關
東
一
方
、
余
惜
未
擴
充
之
天
下
也
。
子
猶
年
少
學
淺
、
雖
知
良
知
之
德
、
僅
用
之
宗
族
、
而
不
知
擴
充
之
家
國
天
下
。

子
其
勉
旃
。
遂
書
以
爲
説
。

東
宮
侍
講
三
島
毅
撰
。（
印
記
）「
三
島
毅
字
遠
叔
」「
中
洲
漁

」

③　

陳
寶
琛
の
題
記
（
用
箋 

絹
本 

Ｈ
三
八
．
八
糎
×
Ｗ
一
三
．
七
糎
）

（
印
記
）「
瓊
林
入
瑞
」

孟
子
言
良
知
、
以
親
々
爲
仁
。
達
之
天
下
、
寔
姚
江
之
學
所
自
昉
。
淸
宮
君
受
王
學
於
中
洲
先
生
、
以
其
名
宗
親
也
、
則
取
古
本
大
學
親
民
、

字
之
曰
民
卿
、
而
即
號
爲
良
齋
。
其
淵
源
眞
確
、
期
許
遠
大
擧
、
於
所
爲
説
見
之
。
君
於
三
十
年
前
、
嘗
遊
吾
閩
、
未
獲
一
晤
。
今
乃
邂
逅
新
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京
、
出
兩
卷
屬
題
。
既
爲
著
其
師
弟
授
受
之
由
、
又
有
感
於
文
字
因
縁
之
非
淺
矣
。　

壬
申
（
昭
和
七
年
＝
一
九
三
二
）
仲
冬
、
陳
寶
琛
。（
印
記
）「
陳
寶
琛
印
」「
弢
庵
八
十
後
作
」

④　

袁
金
鎧
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

④
⑤
⑥
⑦
⑧
一
紙
、
Ｈ
三
五
．
九
糎
×
Ｗ
一
二
九
．
八
糎
）

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
正
月
十
八
日
、
野
口
君
持
淸
宮
先
生
所
藏
三
島
侍
講
字
號
説
。
本
陽
明
之
學
、
爲
勗
勉
之
意
。
文
詞
淸
古
、
書

法
高
老
、
洵
可
寶
貴
。
敬
題
數
語
歸
之
。　

潔
珊
袁
金
鎧
。（
印
記
）「
袁
金
鎧
印
」「
潔
珊
」

⑤　

羅
振
玉
の
題
記

戊
辰
（
昭
和
三
年
＝
一
九
二
八
）
仲
冬
予
避
地
遼
東
、
明
年
春
始
識
淸
宮
先
生
、
挹
其
氣
充
然
儒
者
心
焉
敬
之
、
三
數
見
乃
知
曾
從
三
島
中
洲
先

生
受
陽
明
學
。
因
出
此
卷
屬
題
。
文
中
以
大
學
明
德
親
民
之
旨
相
勗
、
知
淸
宮
先
生
所
以
持
身
立
行
之
本
源
蓋
有
在
也
。
方
今
東
方
大
陸
邪
説

横
行
、
甚
于
洪
猛
。
惟
扶
桑
三
島
尚
能
維
持
三
千
年
之
綱
常
名
教
、
豈
崇
儒
之
効
耶
。
謹
書
卷
尾
以
識
欽
企
。　

貞
松
羅
振
玉（

（1
（

。（
印
記
）「
羅
振
玉
印
」「
文
學
侍
從
」

⑥　

王
樹
枏
の
跋

昔
昌
黎
韓
子
謂
、
孔
子
之
道
大
而
能
博
、
門
弟
子
不
能
徧
觀
而
盡
識
也
。
故
學
焉
而
皆
得
其
性
之
所
近
、
後
世
程
朱
陸
王
立
説
攸
殊
、
雖
沈
潛

高
明
根
於
性
之
各
有
不
同
、
至
若
修
己
治
人
躬
行
實
踐
、
期
無
悖
乎
聖
人
之
恉
、
其
揆
一
也
。
日
本
明
治
維
新
、
諸
賢
多
屬
姚
江
學
派
、
而
我

國
有
淸
咸
同
之
際
、
如
曾
文
正
・
羅
忠
節
諸
公
芟
夷
禍
難
、
厥
功
出
於
講
學
、
又
多
奉
程
朱
爲
依
歸
、
其
明
効
大
驗
如
此
。
晩
近
人
心
陷
溺
異
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説
蠭
起
、
欲
盡
擧
吾
國
數
千
年
來
民
彜
物
則
之
理
摧
滅
無
遺
。
於
是
泯
々
棼
々
莫
可
究
詰
、
夫
同
一
變
法
也
、
或
以
之
躋
盛
強
、
或
繇
之
益
衰

且
亂
、
豈
非
學
術
陵
夷
之
故
哉
。
今
觀
日
本
淸
宮
良
齋
出
眎
其
師
三
島
中
洲
侍
講
字
號
説
、
始
知
先
生
師
若
弟
服
膺
姚
江
學
説
沆
瀣
一
氣
。
以

良
齋
名
宗
親
、
故
字
之
曰
民
卿
、
取
大
學
明
德
親
民
之
義
。
又
謂
明
德
即
致
良
知
、
故
號
之
曰
良
齋
。
其
言
原
本
經
術
、
用
意
至
深
且
遠
。
吾

於
是
益
歎
、
世
之
亂
也
、
胥
由
德
之
不
明
民
之
不
親
、
推
其
原
、
實
始
於
良
知
汨
没
馴
致
放
僻
邪
侈
無
所
不
爲
。
使
人
々
能
反
躬
自
省
、
知
萬

物
皆
備
於
我
、
由
一
己
以
推
薦
諸
家
國
天
下
、
則
郅
治
何
難
。
吾
既
嘉
良
齋
能
篤
守
師
説
、
爲
東
鄰
士
大
夫
所
矜
式
、
而
又
悲
吾
國
當
存
亡
絶

續
之
交
、
安
得
有
明
道
勵
學
如
先
生
師
若
弟
、
其
人
者
而
一
振
起
之
乎
。　
　

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
八
月
既
望
、
新
城
王
樹
枏
跋
。
旹
年
七
十
有
九
。（
印
記
）「
王
樹
枏
印
」「
晉
卿
」

⑦　

呉
廷
燮
の
題
記

巍
々
姚
江　

先
民
知
覺　

治
亂
持
危　

勲
業
卓
犖　

我
景
淸
宮　

篤
耆
厥
學　

服
膺
拳
　々

四
國
矩
矱

己
巳
（
昭
和
四
年
＝
一
九
二
九
）
季
秋
、
呉
廷
燮
題
。（
印
記
）「
呉
廷
燮
印
」「
向
之
」

⑧　

呉
闓
生
の
題
記

闓
生
往
年
從
先
公
至
東
京
、
三
島
侍
講
率
其
門
下
能
文
之
士
數
十
人
結
會
歡
迎
、
侍
講
與
先
公
遊
讌
極
歡
、
闓
生
亦
蒙
眷
待
、
今
忽
々
三
十
年
。

淸
宮
先
生
出
示
此
冊
屬
題
。
睠
念
前
蹤
、
泫
然
不
知
涕
之
落
也
。　
　
　
　

桐
城
呉
闓
生
識
。（
印
記
）「
呉
闓
生
印
」「
北
江
」
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⑨　

呉
郁
生
の
題
記
（
⑨
⑩
一
紙
、
Ｈ
三
四
．
〇
糎
×
Ｗ
一
二
八
．
〇
糎
）

（
印
記
）「
御
賜
景
星
照
堂
」

中
洲
先
生
宗
陽
明
之
爲
學
、
爲
東
國
大
師
。
良
齋
君
親
承
罄
欬
、
奉
杖
從
遊
。
讀
此
記
、
彷
彿
學
沂
風
雩（

（1
（

胸
次
、
洒
然
之
氣
象
也
、
曷
勝
企
仰
。

古
人
云
、
瞬
有
存
息
有
養
。
良
齋
於
此
殆
目
擊
而
道
存
乎
。

時
辛
未
（
昭
和
六
年
＝
一
九
三
一
）
夏
六
月
、
鈍
叟
呉
郁
生
。（
印
記
）「
鈍
齋
」

⑩　

王
垿
の
題
詩

人
生
秉
至
性　

所
好
在
懿
德　

尼
山
決
其
奥　

姚
江
悟
其
極　

卓
哉
三
島
君　

寝
饋
姚
江
學　

本
之
以
教
授　

語
語
皆
精
確　

淸
宮
列
門
墻　

弟
子
之
高
足　

篤
信
王
文
成　

蓄
志
願
私
淑

因
名
而
請
字　

用
以
作
模
楷　

既
字
曰
民
卿　

復
號
以
良
齋　

姚
江
掲
良
知　

績
學
富
事
功

究
其
所
心
得　

只
在
孝
與
忠　

良
能
本
良
知　

初
不
待
外
求　

淸
宮
守
師
訓　

拳
々
而
服
膺

我
讀
三
島
字
號
説
、
環
顧
中
邦
感
不
勝
。

淸
宮
良
齋
先
生
雅
屬
、
辛
未
（
昭
和
六
年
＝
一
九
三
一
）
六
月
、
萊
陽
王
垿
題
於
青
島
。（
印
記
）「
垿
印
」「
姑
光
東
入
」

⑪　

鄭
孝
胥
の
題
記
（
用
箋 

紙
本 

⑪
⑫
⑬
一
紙
、
Ｈ
三
八
．
八
糎
×
Ｗ
九
四
．
〇
糎
）

孔
孟
所
言
、
皆
人
己
之
學
。
陽
明
以
良
知
立
説
、
孟
子
謂
良
能
良
知
、
必
證
之
愛
親
敬
兄
推
仁
義
以
達
天
下
。
後
世
儒
者
務
言
心
性
遂
入
禪
學
、

恐
非
孔
孟
之
本
旨
也
。　

淸
宮
良
齋
先
生
之
屬
、
孝
胥
。（
印
記
）「
夜
起
庵
叟
」
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⑫　

商
衍
瀛
の
題
記

良
知
是
人
心
本
體
、
猶
水
之
源
木
之
本
、
千
流
萬
派
分
枝
布
葉
、
皆
從
此
出
。
大
學
由
明
德
而
親
民
、
先
誠
正
而
后
平
治
、
此
姚
江
知
行
合
一

之
説
也
。
良
齋
先
生
、
出
其
師
三
島
侍
講
名
字
説
、
屬
題
。
侍
講
期
於
良
齋
者
大
、
而
良
齋
之
自
任
亦
匪
輕
。
當
此
道
德
淪
喪
之
時
、
欲
挽
橫

流
、
當
從
人
自
見
本
心
始
、
則
此
卷
實
救
時
之
道
師
也
。　
　

康
德
三
年
（
昭
和
一
一
年
＝
一
九
三
六
）
丙
子
春
分
日
、
商
衍
瀛
題
。（
印
記
）「
商
衍
瀛
印
」

⑬　

陳
曾
壽
の
題
記

羅
々
山
先
生
有
云
、
危
急
時
、
跕
得
定
方
、
是
有
用
之
學
。
此
與
陽
明
先
生
所
云
、
千
軍
萬
馬
仍
是
寂
天
寞
地
、
同
一
宗
旨
、
無
所
謂
朱
陸
異

同
也
。
淸
宮
先
生
于
姚
江
之
學
有
師
傳
心
得
、
出
此
屬
題
、
敬
識
數
語
。　

丙
子
（
康
德
三
年
＝
昭
和
一
一
年
＝
一
九
三
六
）
三
月
、
蒼
虬
陳
曾
壽
。（
印
記
）「
陳
曾
壽
印
」

注（１
）
安
藤
安
子
氏
は
茨
城
県
水
戸
市
備
前
町
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
に
嫁
し
た
。

（
２
）「
隨
成
隨
校
百
篇
詩　
　

載
筆
六
旬
從
老
師　
　

子
夏
再
生
應
愧
汝　
　

贊
助
何
徒
止
一
詞

丙
申
秋
自
日
光
遊
鹽
原
凡
六
旬
、
門
人
清
宮
宗
親
常
隨
從
、
毎
余
詩
成
必
謄
寫
、
往
々
校
正
訛
誤
助
老
耄
。
及
歸
賦
此
以
謝
。　

六
十
七
齡
中
翁
毅
」（
清

宮
宗
親
旧
蔵
の
書
幅
に
よ
る
）。

（
３
）『
二
松
学
舎
六
十
年
史
要
』（
一
九
三
七
年
、
財
団
法
人
二
松
学
舎
発
行
）
二
八
頁
。

（
４
）
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。『
三
島
中
洲
と
近
代　

其
四
―
小
特
集  

戦
争
と
漢
学
』（
二
〇
一
六
年
、
大
学
資
料
展
示
室
運
営
委
員
会
編
、
二
松
学

舎
大
学
図
書
館
発
行
）
一
〇
頁
所
収
。
二
松
学
舎
大
学
図
書
館H

P

に
て
公
開https://w

w
w

.nishogakusha-u.ac.jp/library/pdf/kankobutu- 05.
pdf

。
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（
５
）
清
宮
宗
親
旧
蔵
の
書
幅
に
よ
る
。

（
６
）
金
子
新
太
郎
は
日
清
戦
争
前
に
渡
清
し
た
陸
軍
軍
人
で
、
貴
陽
武
備
学
堂
へ
の
赴
任
は
福
島
安
正
の
推
薦
に
よ
る
と
い
う
。
辛
亥
革
命
時
に
武
昌
に
行
き

革
命
軍
に
参
加
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
（『
近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典
』
二
〇
一
〇
年
、
東
京
堂
出
版
）。

（
７
）
清
宮
の
渡
満
時
期
に
つ
い
て
は
、
二
松
学
舎
時
代
の
旧
知
で
あ
る
久
保
雅
友
（
一
八
六
一
～
一
九
四
二
、
号
檜
谷
）
が
清
宮
の
渡
満
を
送
る
次
の
詩
か
ら

分
か
る
。
清
宮
宗
親
旧
蔵
の
書
幅
に
よ
る
。

四
十
星
霜
夢
杳
然　
　

韓
門
同
賞
帝
都
春　
　

山
川
海
外
君
何
壮　
　

文
字
胸
中
吾
尚
貧

經
術
學
朋
交
擇
道　
　

雲
波
煙
嶠
別
傷
神　
　

友
邦
建
国
事
多
緒　
　

珍
重
晁
衡
衣
冕
身

丙
子
二
月
念
四
日
送
清
宮
君
還
任
満
洲
新
京　
　

同
学
弟
雅
友

（
８
）
ご
子
孫
の
武
熊
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
清
宮
家
の
戸
籍
謄
本
に
は
宗
親
が
歿
し
た
日
は
三
月
二
十
七
日
と
な
っ
て
お
り
、
位
牌
や
墓
誌
も
三
月
二
十
七
日
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
親
の
死
亡
届
は
長
男
宗
賢
が
、
四
月
二
日
に
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
続
編
四
「
貞
松
老
人
外
集
」
卷
三
に
、「
三
島
中
洲
王
文
成
公
銅
像
記
巻
跋
」
所
収
。

（
10
）
底
本
は
「
一
龕
置
于
」
に
作
り
、
文
末
に
「
置
于
二
字
應
在
龕
字
下
」
と
附
記
す
る
の
で
、
翻
刻
で
は
正
し
い
語
順
に
入
れ
換
え
て
記
し
た
。

（
11
）『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
続
編
四
「
貞
松
老
人
外
集
」
卷
三
に
、「
又
字
号
説
巻
跋
」
所
収
。

（
12
）
底
本
は
「
學
沂
舞
雩
」
に
作
り
、
署
名
の
次
に
「
風
字
誤
作
舞
字
」
と
附
記
す
る
の
で
、
翻
刻
で
は
「
舞
」
字
を
「
風
」
字
に
改
め
た
。




